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１．研究計画の概要 
本研究は、1990年代から日本において新し
い動きを見せている障害学を、経済学、とく
にゲーム理論と結びつけ、総合社会科学とし
ての社会・経済における障害の研究という新
分野を構築することを目的としている。 
研究の方法として、全体の研究を５つの分
析グループに分け、それぞれに核となる研究
者を配置している。各グループを有機的に連
関させるため、１～２ヶ月に一度の全体会合
を通じて、意見交換をしている。 
制度分析グループ： 国連の障害者権利条約
の国内法へのインパクト等を内閣府の障害者制
度改革推進会議の動きをリアルタイムで追いつ
つ、分析している。 
事例・実験分析グループ： 重複障害、女性
障害者、顔にあざのある人々といった制度の
狭間に落ち込む人々の事例研究をしている。
「声」の効果の実験も行った。 
計量（実証）分析グループ： 国内調査では
1000部強の調査票を回収した。回収率は57％
に達した。長期疾病者の経済調査を行った。 
歴史分析グループ： 「近代化」のなかで「障
害者」が生み出される歴史的過程を分析。 
理論分析グループ： 帰納論的ゲーム理論、
量子論的ゲーム理論など、ゲーム理論の最先
端を開拓しながら研究を進めている。障害の
社会理論の構築を行いつつある。 
 
２．研究の進捗状況 
プロジェクト開始早々に得られた最大の知
見は、「障害」の広がりと外延を研究するこ
との必要性の再認識であった。一言でこの問
題を表せば、われわれは何をもって、「だれ
を『障害者』と呼ぶのか」という問いへの答

えを模索しなければ、障害問題は読み解くこ
とができない、ということである。 
 とくに小さな声しか出せない者たちは、健
常者のための制度と「障害者」のための制度
の狭間に落ち込んでしまい、光が当たらない
という点に着目し、重複障害、女性障害者、
顔にあざのある「ユニークフェイス」の研究
に重点を置き、この点を明らかにした。 
 東京大学医科学研究所と共同で慢性骨髄
性白血病患者の経済調査にも着手し、650 の
調査票を得た（回収率 50％超）。これによっ
て、障害者と長期疾病者の垣根の問題が浮き
彫りになった。 
 人々の意見を集約して「障害」の定義を与
えることは不可能であることが理論的に示
された。観察者が観察することで状態が変わ
るという問題に量子論の観点から取り組ん
だ。 
 イギリス・アメリカ・ドイツ・日本といっ
た国の歴史資料を解読し、「障害」概念の形
成・普及・変容の実態を解明した。 
もう一点、大きな成果は統計調査である。

本研究課題で実施している統計調査は、経済
と障害に着目し、特定障害種別に偏らず、標
本数、回収率も計量分析に耐え得るという点
をすべて兼ねている点で、日本国内では初め
ての試みである。また、海外でも、近年、こ
こまでの規模の統計調査は行われていない。
集計表の作成と統計解析により、これまで、
数量的に明確にされてこなかった障害児・者
とその家族の社会的困難などについて、定量
的な結果が得られることが期待される。 
 これに先んじて、実証分析では、ネパール
のデータを用いて、教育の収益率を計測し、
健常者に比して障害者への教育投資の効率
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が有意に高いという結果が得られた。 
 
３．現在までの達成度 
①当初の計画以上に進展している。 
［理由］ 
(1) 研究のスコープを狭義の障害者から広
義の障害者へと広げることができたことが
第１の理由である。 
当初予定の障害者手帳保持者を中心とし

た狭義の障害者が直面する社会的バリア等
に係る研究に加え、制度の狭間に落ち込んで
いる人々（広義の障害者）にまで研究のスコ
ープを伸ばすことができた。盲ろう、女性障
害者、ユニーク・フェイスといった従来の障
害者施策では置き去りにされている研究分
野の進捗を特筆したい。 
(2) 統計調査が、調査対象を広げたのにもか
かわらずほぼ予定通りのペースで進んでい
ることが第２の理由である。また、医療関係
者と共同で長期疾病者の調査ができたこと
も大きな成果である。 
(3) 理論面で新機軸の研究が芽を出し始め
たことが第３の理由である。 
 当初予定されていた帰納論的ゲーム理論
や障害の社会理論だけでなく、社会選択論を
応用した障害区分の不決定性、認識が状況を
左右する量子論的ゲーム理論の研究成果、チ
ャネル理論を用いた認識論の枠組みの構築
など、さまざまな理論研究が花開いた。 
(4) 次代を担う研究者の育成につながった
ことが第４の理由である。 
(5) 最終年度に行う予定だった海外での成
果発表を3年目の初頭に成し遂げたことが第
5の理由である。 
 
４．今後の研究の推進方策 
ネパールとフィリピンを対象に海外調査を
行う。得られた統計データを元に計量分析を
行う。各グループの研究をさらに進展させる。
22 年度に最低 2 冊、23 年度に最低 1 冊の研
究成果を刊行する。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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